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ＵＡＶ（ドローン）に用いる放射線測定装置の検討 

 

〇神徳敬 1)、髙松亮佑 1)、門田直恵 1)、大槻宗司 2)、高橋正二 2)、豊田亘博 2)、荒井英臣 3)、百瀬翔 3) 

1) 株式会社大林組、2) 未来技研株式会社、3) 株式会社菊池製作所 

 

１．はじめに 

除去土壌等の減容等技術実証事業のうち「中間貯蔵施設の維持管理におけるＵＡＶ（ドローン）を用いた点検・監視の効

率化手法実証」1)の放射線計測技術実証において、昨年度用いた放射線測定装置の性能紹介と今後開発する装置の目標性能の

紹介を行う。 

装置開発に当たっては、測定精度の向上に必要な

風による装置の揺らぎに対する補正や、放射線測定

値のリアルタイム表示など、最新のデバイスやモジ

ュールを組み合わせた製作を検討しており、予定し

ている実装内容を紹介する。 

２．昨年度の技術実証で検討した内容 

ＵＡＶ（ドローン）（図１）2)を用いて上空 3ｍま

たは 5m で放射線測定を行い、同測定点の 1ｍ高さ

の歩行サーベイと比較することで検量線を作成し

ている。よって、中間貯蔵施設維持管理業務で行わ

れる定点モニタリングは、このＵＡＶ（ドローン）

による測定で置き換え可能である。 

３．昨年度の放射線測定装置の性能紹介 

ＵＡＶ（ドローン）の測定時間が飛行高度によら

ず 20 秒で概ね妥当であることを確認した。 

ＵＡＶ（ドローン）測定で放射線量の異

常値が明瞭な条件は、線源強度 10MBq 以

上、飛行高度 5m 以下、飛行経路からのズ

レ 1ｍ以下であった（表 1）。 

４．今後開発する装置の目標性能紹介 

面的測定を行った際、汚染源の見落と

しがないように、短時間でより広い範囲

の測定が可能なより高感度な装置の開発

を進めることとした。 

目標性能は、妥当な結果が得られる時

間を 20 秒から 1 秒に短縮する。この程度

まで短縮できると、ドローン測量と同じ

ような移動しながらの連続測定も視野に

はいってくる。 

異常値検出可能な放射能を 10MBqから

1MBq（周囲の汚染が低い場合）に低減する。これは、シンチレーターサイズの拡大と傾き補正によって実現したい。装置に

用いるシンチレーターサイズは、たとえば昨年度用いた装置の約 6.6 倍の体積のもの（38 x 38 x 25 mm からΦ110 x 25 mm）

に変更することで、異常値検出可能な放射能が低く抑えられること、測定時間が短縮できることが期待できる。風によるド

ローンの傾きに応じた測定範囲の補正を行うためのセンサーの搭載と、放射線測定結果との紐づけ方法を検討する予定であ

る。遮へい体の形状は、粒子輸送計算コード PHITS を用いて最適化したのち、設計・製作することとする。 

最後にドローン選定と並行して、運用実績のある走行サーベイシステム kurama-2 の放射線測定結果のリアルタイム表示機

能に測定結果を組み込むためのシステム設計を行う。 

本年度は、シンチレーターおよび遮へい体形状を選定し、測定器単体の設計・製作まで行う予定である。 

謝辞 昨年度の成果については，中間貯蔵・環境安全事業株式会社が環境省より受託した令和３年度の中間貯蔵施設の管

理等に関する業務成果の一部である。 
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図 2 一直線上 1ｍ刻みの 10 点測定模式図・検出数 

UAVが線源直上を飛行する測定結果

UAVが線源最接近１ｍを飛行する測定結果

UAVが線源最接近２ｍを飛行する測定結果

 
図 1 使用したＵＡＶ（ドローン）および放射線測定器 
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